
【資料６】 

 

特定技能外国人材にかかる取組みと課題（JA 全中）  

 

令和３年３月 24 日  
 

１．取り組み状況 

 

〇 「特定技能外国人材受け入れにかかる手引き（基本編・手続編）」を作成  

（Ｒ２年 8 月作成）  

 

〇 外国人材受入れにかかる関係県中担当者情報交換会を定期的に開催  

 
〇 特定技能外国人材の見直し・運用課題について意見募集中（～３月末）  

 

〇 産地間連携による周年雇用機会の確保  

 

 

２．制度運営上の課題 

 

〇 コロナ禍の出入国情報の迅速な提供要望  

 

〇 入国時の待機及び送迎のコスト負担  

 

〇 転職時に悪質なブローカーの介入リスク  

 

〇 技能実習からの切り替えにかかる手続き等  

   国によってルールが異なるので煩雑  

派遣法との矛盾あり（技能実習先に派遣できない）  

 

〇 日本語能力の評価の緩和  

 

以上  



【資料７】 

令和３年３月２４日 

公益社団法人日本農業法人協会 

 

農業現場における現状について 

 

１．外国人技能実習生の現状について 

（１）日本農業法人協会として監理している実習生の状況（２／２８時点） 

ア．実習実施者（受入企業） ７５社 

イ．実習生   ４３７名(号数別) 

 ①１号    １３７名 

 ②２号    ２２６名 

 ③３号     ７４名 

ウ．実習生   ４３７名(受入国別) 

 ①インドネシア １４９名 

 ②ベトナム   １０９名 

 ③タイ     １０２名 

 ④中国      ７４名 

 ⑤フィリピン    ３名 

（２）コロナ禍における農業現場の現状について（２／２８時点） 

  ア．入国出来ていない実習生 ０名 

   ※令和２年４月～１２月末の間、入国困難による大幅な遅れが発生し、    

約１００名の実習生に影響が出た。 

イ.今後(直近４ヶ月以内)入国予定の実習生 ４５名(全て１号) 

 ①３月入国予定 ４０名 

 ②６月入国予定  ５名 

   ※３月入国予定に関しては、現段階では遅れが発生する見込みが高い。 

  ウ．課題等 

   ・コロナ禍の影響で入国遅れが発生したため、既存の技能実習生との雇用サイク 

ルに大幅なズレが生じている。 

《新たな実習生の３月入国予定が１０月となった。１号の採用枠が一定の為、 

 ３月に必要な１号実習生を確保したくとも、期間が被ってしまうことから、 

 採用が不可能となってしまう。そうなると１０月に新たな採用することとな

り、このズレを補正することが不可能となってしまう。》 

 

 



   ・人材紹介会社と思われるが、技能実習生への勧誘が活発化しており、今後、人

材の引抜行為へと繋がる恐れがある。 

 

２．特定技能制度への移行について 

コロナ禍の影響もあり、入国時期のズレや今後の入国についても確定が出来ないこ

とから、２号終了および３号終了後実習生を特定技能として、移行を望んでいる受入

企業数は増ましている。 

ただし、受入れ企業側の雇用条件(特に賃金)に関する不安や転職リスクが払拭出来

ていないことから、急激な移行はないと思われる。 

また、日本での継続的雇用を望む２号２年目実習生は、３号に進む割合が依然高い

が、２号終了時には特定技能への移行を望む声は高まっている。 

以 上 



農業技能測定試験結果について

一般社団法人全国農業会議所

（資料８）



１．令和元年度農業技能測定試験 実施結果
令和元年度は下図の通り、2019年10月のフィリピンを最初に、国内含む5か国で試験を実施し、
総計701名が受験、571名（81.5%）が合格した。

実施国

耕種農業全般 畜産農業全般 合計

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

フィリピン
2019年10月～

2020年3月実施

52 48 92.3% 4 4 100.0% 56 52 92.9%

インドネシア
2020年1月～3月実施

259 238 91.9% 30 30 100.0% 289 268 92.7%

カンボジア
2020年1月～3月実施

212 139 65.6% 12 7 58.3% 224 146 65.2%

ミャンマー
2020年2月～3月実施

96 72 75.0% 22 20 90.9% 118 92 78.0%

日本国内
2020年3月実施

10 9 90.0% 4 4 100.0% 14 13 92.9%

総計 629 506 80.4% 72 65 90.3% 701 571 81.5%



実施国
耕種農業全般 畜産農業全般 合計

受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率 受験者数 合格者数 合格率

カンボジア
2020年6月～2021年3月

408 302 74.0% 49 40 81.6% 457 342 74.8%

フィリピン
2020年7月～2021年3月

26 22 84.6% 17 16 94.1% 43 38 88.4%

インドネシア
2020年7月～2021年3月

2,382 2,210 92.8% 339 307 90.6% 2,721 2,517 92.5%

タイ
2020年11月～
2021年3月

37 19 51.4% 7 6 85.7% 44 25 56.8%

ミャンマー
2021年1月～2021年2月

58 58 100.0% 9 9 100.0% 67 67 100.0%

日本国内
2020年6月～2021年3月

623 504 80.9% 220 187 85.0% 843 691 82.0%

総計 3,534 3,115 88.1% 641 565 88.1% 4,175 3,680 88.1%

２．令和２年度農業技能測定試験 実施結果（令和3年2月末時点）
令和２年度は下図の通り、2020年6月のカンボジア・日本国内を最初に7か国で試験実施。

※1 ミャンマーは政情不安のため、2月試験は2月1日のみ試験開催で以降は非開催
※2 ネパールでの試験を3月から実施



３．国内試験の参考情報

国籍 受験者数
ベトナム 571

インドネシア 85
カンボジア 45

ネパール 39
ミャンマー 21

フィリピン 19

中国 18
タイ 16

スリランカ 8
モンゴル 5

バングラデシュ 4
台湾 4

ブータン 2
香港 1
オランド 1

パキスタン 1
ウズベキスタン 1

ケニア 1
フランス 1

①令和２年度に国内試験を受験した843名の国籍別内訳 ②同、受験地別内訳

北海道 26石川県 1岡山県 14

青森県 0福井県 8広島県 19

岩手県 2山梨県 2山口県 3

宮城県 4長野県 32徳島県 3

秋田県 0岐阜県 14香川県 6

山形県 0静岡県 17愛媛県 4

福島県 8愛知県 63高知県 5

茨城県 45三重県 19福岡県 71

栃木県 24滋賀県 8佐賀県 8

群馬県 28京都府 82長崎県 3

埼玉県 14大阪府 47熊本県 8

千葉県 38兵庫県 7大分県 3

東京都 90奈良県 1宮崎県 9

神奈川県 51和歌山県 0鹿児島県 2

新潟県 4鳥取県 1沖縄県 37

富山県 7島根県 5 合計 873
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